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戦
後
北
海
道
農
業
の
経
済

生
長
と
産
業
間
投
資
配
分
模
型

黒

朝p

俊

雄

序

一
国
の
経
済
進
歩
乃
至
発
展
は
、

hrn-空白
o
a
の
命
題
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
‘
安
定
的
均
衡
成
長
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
特
に
産
業

構
造
的
観
点
か
ら
経
済
成
長
過
程
を
み
る
と
、

産
業
関
で
も
認
め
ら
れ
る
経
済
の
二
重
構
造
を
是
正
し
つ
つ
、

経
済
的
変
動
の
振
巾
を
出
来
る
だ
け
抑
制
し
、

国
民
一
人
当
り
生
活
水
準
上
昇
の
得
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
北
海
道
と
い
う
一
地
域
経
済
の
発
展
に
於
て
も
そ
う
い
え
る
だ
ろ
う
。

北
海
道
は
従
来
、
自
然
産
業
の
比
重
が
高
い
産
業
構
造
を
示
し
て
い
た
が
、
約
一
世
紀
と
い
う
生
産
期
聞
は
日
本
経
済
の
与
件
変
動
に
よ
っ
て
、
北
海
道
を

新
し
い
経
済
発
展
段
階
に
投
じ
た
。
そ
こ
で
は
、
北
海
道
経
済
の
国
民
経
済
的
貢
献
が
、
資
源
の
需
要
並
に
供
給
両
面
を
通
じ

τ大
き
く
要
求
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
北
海
道
経
済
成
長
率
の
大
き
さ
が
指
標
と
な
ろ
う
o

し
か
し
北
海
道
経
済
の
成
長
率
は
、
自
然
産
業
の
力
の
み
で
は
解
決
し
え
な
い
も
の
で
あ
り
、

且

つ
自
然
産
業
と
他
産
業
聞
の
能
率
比
率
拡
大
は
、
所
得
水
準
差
に
も
影
響
し
、
二
重
構
造
の
問
題
を
現
象
し
て
来
て
い
る
。
従
っ
て
、

め
て
来
た
第
一
次
産
業
の
生
産
性
増
大
、
そ
し
て
北
海
道
経
済
の
経
済
成
長
を
大
き
く
高
め
得
る
よ
う
な
、

速
約
に
考
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

従
来
大
き
な
比
重
を
占

し
か
も
安
定
的
な
産
業
構
造
の
高
度
化
を
相
互
関

八
七



;¥ 

八

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
北
海
道
経
済
或
は
産
業
の
高
度
化
に
必
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
を
考
慮
し
た
北
海
道
農
業

於
け
る
或
る
程
度
可
能
性
の
あ
る
均
衡
成
長
モ
デ
ル
を
、
戦
後
の
実
態
を
一
万
す
指
標
に
よ
り
設
定
し
、

(
第
一
次
産
業
を
代
表
さ
せ
る
〕

と
非
農
業
に

そ
れ
に
必
要
な
産
業
間
投
資
配
分
模
型
を
示
そ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

戦
後
北
海
道
農
業
の
経
済
成
長
指
標
の
分
析

ま
ず
、
戦
後
イ
ン
フ
レ
も
落
ち
つ
い
た
一
九
四
九

t
五
七
を
中
心
に
、
そ
の
聞
の
北
海
道
農
業
の
経
済
成
長
指
標
を
簡
単
に
素
描
し
よ
う
。

戸
当
粗
収
益
の
成
長
率
に
よ
り
み
る
と
(
第
一
表
)
、
北
海
道
が
後
半
に
冷
災
害
を
含
ん
で
い
る
た
め
府
県
の
方
が
成
長
率
は
高
い
(
1
)

。
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を
農
家
一

制
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…
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長

0
・
]
唱

中・

D
a

済
千
内
択
を
み
る
と
、
北
海
道
で
の
作
物
収
入
は
低
下
し
て
来
て
お
り
〔
付
一
・
三
%
〕
養
畜
収
入
す
ら
府
県

(
二
一
・
五
%
)
よ
り
低
い
(
七
%
)
。
作
物

収
入
で
工
芸
作
物
の
高
い
の
は
注
目
さ
れ
る
こ
二
%
)
が
、
牛
乳
は
府
県
三
七
・
六
%
)
よ
り
か
な
り
下
廻
る
(
九
%
)
。
純
生
産
は
、

(
第
二
表
)

O

北
海
道
農
業
の
戦
後
の
総
生
産
の
成
長
は
、
府
県
の
そ
れ
に
比
し
か
な
り
劣
っ
て
い
る
。

指
数
で
示
す
と

次
に
こ
れ
ら
農
業
生
産
に
投
ぜ
ら
れ
た
古
匂
三
に
就
き
検
討
す
る
。
ま
ず
土
地
を

2
2
r
と
し
て
の
耕
地
か
ら
み
る
と
、
回
は
一
・
五
%
、
畑

0
・
七
%

総
耕
地

0
・
八
%
の
成
長
率
に
留
り

E
C者
の
作
付
面
積
で
は
、
回
が
府
県
の
付

0
・
七
%
に
対
し
、
北
海
道
付
三
%
、
畑
は
府
県
の
+
一
-
一
%
に
比
し
、
北
海
道

の
付
一
・
三
%
と
府
県
で
は
む
し
ろ
畑
が
治
加
傾
向
を
一
示
す
の
に
、
北
海
道
で
は
い
ず
れ
も
零
細
化
傾
向
が
著
し
い
の
で
あ
る
。
叉
、
労
働
は
、
第
三
、
第
四
表

に
み
る
如
く

2
2
r
と
し
て
の
総
農
業
人
口
は
、
府
県
と
略
々
同
じ
比
ネ

(
H
0
・
六
%
)
(
Z
)
で
、
極
く
僅
か
乍
ら
減
少
し
て
来
て
い
る
が
、

農
家
一
戸
当



戦後の純生産指数第2表

1948 

49 

就
業
者
で
み
る
と
、
府
県
(
付
二
'
五
%
)

(
村
一
・
六
%
)

よ
り
か
な
り
就
業
者
減
少
率
は
小
さ
い

従
っ
て
、
こ
の
土
地
零
細
化
傾
向
と
農

業
人
口
減
少
率
の
低
位
は
、
非
農
業
で
の

雇
用
キ
ヤ
パ
ス
イ
テ
イ
が
北
海
道
で
小
さ

い
と
い
う
就
業
構
造
と
関
連
を
持
ち
、
そ

れ
が
後
述
す
る
土
地
構
成
の
成
長
差
と
な

っ
て
、
北
海
道
農
業
の
生
産
力
形
成
に
問

率

2.69 

2.69 

計

;::;|::;:| 
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成口人業就表s表

農業労働生産性と上地構成第4表

5 

Y/B 
人 同 反

3.77 942，4 250 51.3 
50 3.70 1，0ヲ1，8 295 55.2 19.8 

j七 51 3.62 1，125，2 311 54.3 20.7 
52 3.43 1， 049， 8 306 50.0 21.0 

海 53 3.40 841，8 248 51. 2 16.4 
54 3.39 834，1 246 52.0 16.0 

324 46.9 ， 22.8 
近 56 i 3. 39 1650， 5 192 ラ1.0 12.8 

成長率 一1.62 I - 3，2 -1.59 1. 67 ー1.49 

:'32.8 36.2 
50 3.57 591. 4 166 14.8 40.0 

府 51 2.98 612.6 206 14.9 I 41.1 
52 2.90 645.1 222 15.1 42.7 

53 2.89 616.6 213 14.9 41.4 
54 2.81 643.5 229 14.9 43.2 
ラ5 2.80 767.7 274 14.9 51. 5 

県 56 2. 75 679.8 247 15.1 45.0 

成長率 3.37 5.65 0.22 3.11 

B Y/N Y N 

j¥ 
プL



高力と動力の代替

北 海 道 府 県

A B I A+B fB!A+B A B I A+B IB川 B

1951 639.6 56.8 0.08 156.6 47.2 
2げ 0.23 

52 625.0 64.0 689. 0.09 158.0 57.0 '215.0: 0.27 

53 675.0 65‘O 0.09 153.0 61.n 214.0: 0.29 
34 646.0 70.0 716.0 0.10 146.0 70.0 7.16.0 0.32 

55 332.0 83.0 0.12 76.0 216.0i 0.35 

56 619.0 80.0 699.0 0.11 134.0 86.0 220.0
1 

0.39 
ー-

第5表

農家経済調査より算出(註)

0.58 

0.18 

ヤ財産14百;江戸五
第8表 農用資産内訳別成長率

回定資産l総資産
北海道 7.791 7.561 

府県 7.~Ol 8.881 

(註) 農家経済調査より算出

負

九
O 

題
を
も
っ
て
く
る
。

次
に
畜
力
と
動
力
の
代
替
を
考
え
る
と
(
第
五
表
)
そ
の
代

替
テ
ン
ポ
は
、
北
海
道
よ
り
府
県
が
か
な
り
早
く
、
そ
の
反
面

畑
作
付
面
積
、
牧
草
・
採
草
・
放
牧
地
、
成
長
率
の
相
対
的
高

位
性
(
府
県
一
一
一
%
・
北
海
道
七
'
五
%
〉
、
流
動
資
本
中
、

飼
料
費
投
入
成
長
率
、
牛
乳
生
産
量
成
長
率
の
各
相
対
的
高
位

性
等
に
よ
り
、
府
県
の
有
志
田
農
業
化
は
、
か
な
り
テ
ン
ポ
が
早

い
と
い
え
よ
う
。

第
三
に
資
本
で
あ
る
が
(
第
六
表
)
、
北
海
道
は
、
固
定
資

産
が
若
干
高
い
け
れ
ど
も
、
流
動
資
本
を
加
え
た
粗
農
用
資

産
、
そ
れ
か
ら
負
債
を
除
い
た
純
農
用
資
産
の
成
長
率
は
府
県

を
下
廻
る
。
し
か
も
こ
の
負
債
成
長
率
の
大
な
る
こ
と
が
、
北

海
道
農
家
の
過
度
負
債
、
負
債
固
定
化
現
象
を
一
示
す
も
の
で
あ

る
(
1
0
又
巴
C
君
に
よ
る
農
業
経
営
費
は
(
第
七
表
)
一
一
戸

当
り
、

一
人
当
何
れ
も
成
長
率
は
府
県
で
高
く
現
れ
、
北
海
道

は
建
物
・
動
物
・
一
雇
用
労
働
賃
金
成
長
率
が
高
く
、
農
具
・
飼

料
・
農
薬
が
低
く
出
て
い
る
。

以
上
か
ら
北
海
道
は
府
県
に
比
し
、
労
働
の
成
長
率
は
大
差

な
く
も
、
土
地
・
資
本
に
就
て
は
そ
の
成
長
率
が
小
さ
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
も
北
海
道
の
作
付
地
減
少
率
大
、
一



第 1図
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戸
当
農
業
従
事
者
減
少
率
小
、
動
力
使
用
時
間
成
長
率
、
農

機
具
、
飼
料
投
入
成
長
率
小
等
は
、
第
四
表
の
土
地
構
成
成

長
率
が
相
対
的
に
小
さ
い
こ
と
と
関
連
し
て
、
機
械
化
・
酪

農
化
の
テ
ン
ポ
が
北
海
道
で
は
お
そ
か
っ
た
よ
う
に
も
見
え

る。
投
入
産
出
比
率
と
し
て
、
労
働
生
産
性
を
土
地
に
関
連
さ

」へ

J

へ

出

せ
る
と
J
到
l
H
l
引
.
J
Zー
と
な
り
、
第
四
表
の
如
く
労

働
生
産
性
水
準
は
北
海
道
が
高
い
が
、
土
地
生
産
性
は
府
県

の
五
O
%
以
下
、
従
っ
て
土
地
構
成
水
準
が
約
一
二
倍
で
あ
る

こ
と
に
よ
り
、
漸
く
こ
の
程
度
の
高
さ
の
労
働
生
産
性
を
維

持
し
て
い
る
の
で
あ
る

Z
2

農
業
生
産
性
向
上
の
た
め
の

技
術
進
歩
は
、
土
地
構
成
の
拡
大
を
必
要
と
す
る
が
、
北
海

遂
で
の
土
地
構
成
々
長
率
は
府
県
の
二
・
七
%
に
対
し
零
で

あ
る
。
こ
れ
は
北
海
道
の
就
業
者
減
少
率
小
、
作
付
面
積
成

まF次

長
率
小
に
基
い
て
い
る
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
次
に
労
働

生
産
性
と
資
本
を
関
連
さ
せ
る
と
、

J
『

1

開
|
¥
十
円

z
z
¥
J『

な
る
が
、
そ
の
関
係
は
両
辺
の
対
話

E
Jヤ

5

4
刊

1
5ヤ
と
し
て
(
第
一
図
面
示
し
た
よ
う
に
、

資
本
係
数
の
大
き
さ
を
、
資
本
構
成
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。
資
本
係
数
の
ト
レ
ン
ド
は
、
一
九
五
O
年
以

/' 

九



第7表 投業経営費内訳別成長率

l罪宮[石町巴料l飼料|農相玉!日曜|議員
北海近 7調 18.241 6.70[ 14・171 3.701 10矧 20.071 8.301 10.92 
府県 I3矧 12判 6.141 18.461 16.871 16刊 18.71¥ 9.06¥ 12.02 
(註) 農家経済調夜より算出

第8表 所得成長率

投 工 1 2次| 商 1 3次 12次+判 言十

4.40 
74叶叶 9.80 

全国 2.54 3.68 8.67 8.621 8.241 10.74 9.88 8.34 

l人当 l吋 3.92 6.05 

所得全国 2.90 3.80 5.29 4.861 -O. 35 3.92 4.35 5.61 

〈註)道民所得推計，国民所得推3討より算出

第 g表 農業一人当相対所得比率

11仰 I'50 I '51 I '52 1 '53 I '54! '55 I '56 I ; 57 

/工|北海「「 u|「引い 8 20.4' 35.1 

今:同 30.8! 31.81 31.01 31.91 26.6 28.61 31.5 24.9 25.7 

済i海:1づ%9|バオ寸71叩d山
全国 30.8' 31.81 31.0; 31.91 26.61 28.61. 31，5叫 25.7

農/非農業|アメリヵ 51.7¥ 52.21 56.61 

(設)道民所得推計3国民所得推計，Benedict， 'can we solve the farm prodlem? I! 

より算出

Y=P1+P/+P2=1' 
十 C十 S

(註)

P1農業所得

Pl' I農外グ 九
T 組税公認諸負担

S 農家経済余剰j

-0.073 P2公共収入

府県 1.531 0.6091 0.3621 0.0291 0.0761 0.8621 
0.110 

Y P 1 + P l'十P20.062 
0.097 C 家計費
0.053 

農家経済調査より算出



降

民
主
三
同
ミ
の
い
う
り

2
開
拓
国
』
口
問
え
の
喜
比
三
或
は
わ
喜
三
巴

C
E
ロ
四
円
。
口
r
E
A
ロ
刊
す
)
の
傾
向
を
示
す
9

b

H

内
¥

b

d

「
は
、
や
は
り
北
海
道
が
大
き

い
。
即
ち
一
九
コ
一
六

t
一
九
五
一
一
に
於
て
、
北
海
道
一
一
プ
二
、
府
県
二
・
ゴ
一
で

(
6
)

あ
っ
た
c

そ
れ
に
も
不
拘
、
資
本
成
長
率
が
低
い
こ
と
は
、
労
働
生
産
性

の
成
長
に
も
当
然
影
響
す
る
で
あ
ろ
う
。

所
得
に
就
て
は
(
第
八
表
〕
農
業
所
得
が
年
率
二
・
五
%
と
全
国
と
略
々
同
じ
で
、
第
二
次
産
業
の
三
分
の
つ
第
三
次
産
業
の
六
分
の
一
程
度
の
成
長
率

に
留
る
。
結
局
、
北
海
道
経
済
の
成
長
率
が
著
し
く
第
三
次
産
業
に
支
え
ら
わ
、
第
二
次
特
に
工
業
の
成
長
が
そ
れ
に
貢
献
す
る
度
合
は
小
さ
く
、
府
県
よ
り

低
い
c

こ
の
こ
と
は
、

n-ngみ
の

吋

2
q
u
m
T
Z
の
百
円
ロ

2
m
を
意
味
す
る
と
い
い
難
く
、
む
し
ろ
、
工
業
成
長
率
の
低
い
こ
と
が
、
北
海
道
経
済
の
発

以
そ
し
て
農
業
の
経
済
進
歩
に
と
っ
て
大
き
な
阻
止
要
因
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
一
人
当
所
得
成
長
率
は
、

hwf
め
白
か
ら
概
ね
見
当
が
つ
く
よ
う
に
、

芳
子
高
ま
る
が
、
全
国
と
大
業
な
く
、
第
二
次
産
業
の
二
分
の
一
以
下
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

農
業
所
得
は
就
業
人
口
が
僅
か
乍
ら
減
少
傾
向
を
も
つ
た
め

一
人
当
所
得
の
曲
演
・
非
農
業
比
率
も
(
第
九
表
)
、
か
な
り
相
対
的
地
位
は
低
下
し
て
来
て
い
る
。

次
に
農
家
所
得
の
形
成
配
分
比
率
(
第
一

O
表
)
を
み
る
と
、
北
海
道
で
は
、
農
外
所
得
依
存
度
が
低
く
、
和
税
公
課
諸
負
担
が
高
い
(
7
)
C

こ
の
農
外
所
得

の
内
訳
別
成
長
率
は
、
或
程
度
農
家
の
非
農
業
部
門
の
就
労
機
会
戎
は
労
働
需
要
構
造
の
動
態
を
示
す
の
で
、
検
討
す
る
と
(
第
一
土
衣
)
、

労
働
者
労
賃
収
入
の
成
長
率
低
く
、
商
工
鉱
水
収
入
等
の
農
外
事
業
収
入
、
職
員
俸
給
収
入
等
の
成
長
は
大
き
い
が
、

北
海
道
で
は
賃

そ
の
内
容
は
、
必
ず
し
も
雇
用
の
機
会

が
非
農
業
で
拡
張
し
た
も
の
か
否
か
、
そ
の
内
容
・
統
計
資
料
上
か
ら
疑
問
が
あ
る
。
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し
か
し
、
こ
の
農
家
収
入
は

府
県
と
向
様
北
海
道
で
も
、
都
市
勤
労
世
帯
収
入
と
比
絞
ず
る
と

農
業
所
得
と
農
家
所
得
の
中
間
相
何
度
で
、
漸
く
均
衡
す

プL



九
四

る
(
8
)

に
こ
こ
で
若
干
G
と
I
、
S
に
つ
き
府
県
と
の
比
絞
に
お
い
て
関
連
、
つ
け
る
と
、
戦
後
北
海
道
農
業
の

G
は
、
所
得
で
は
大
差
な
い
が
、
純
生
産
で
は
府

県
よ
り
若
干
低
か
っ
た
。
し
か
し
、

h
v
岡
山
¥
h
v
J

『
が
大
、
農
業
所
得
の
不
安
定
な
北
海
道
で
は
、

G
を
維
持
す
る
た
め
に
同
〉
∞
な
る
こ
と
が
屡
々
で
あ
っ
た
か

ら
、
農
家
負
債
問
題
を
起
し
た
。
し
か
し
農
業
所
得
の
労
働
分
配
率
は
概
し
て
高
い
か
ら
(
旦
、
非
農
業
で
の
一
雇
用
機
会
に
相
対
的
に
恵
ま
れ
な
い
北
海
道
は
、

農
業
内
部
で
労
働
を
燃
焼
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
そ
の
こ
と
は
、
資
本
の
非
農
業
へ
の
流
出
を
相
対
的
に
小
さ
く
し
た
(
但
}
。
最
後
に
、
消
費
水
準
に
つ
い
て
み
る

と
、
一
戸
当
り
一
人
当
家
汁
授
成
長
ネ
は
、
府
県
の
各
三
・
九
%
、
五
・
一
%
に
比
し
、
北
海
道
は
一
・
四
%
、
三
%
と
低
い
の
で
あ
る
。
以
上
戦
後
北
海
道

農
業
の
動
態
的
過
程
を
検
討
し
た
結
果
、
次
の
こ
と
が
指
適
さ
れ
る
。
仙
北
海
道
農
業
は
府
県
と
相
対
的
に
、
生
産
が
不
安
定
で
あ
る
と
同
時
に
、
資
源
配
分

即
ち
労
働
減
少
本
、
土
地
と
資
本
の
各
成
長
率
が
い
ず
れ
も
小
さ
か
っ
た
と
い
え
る
。
凶
そ
の
こ
と
は
、
士
地
構
成
々
巨
大

の
変
化
が
不
適
切
で
あ
っ
た
こ
と
、

率
が
容
で
あ
っ
た
こ
と
を
通
じ
、

技
術
導
入
テ
ン
ポ
を
規
制
し
、

作
物
収
入
減
少
の
割
に
養
畜
収
入
の
成
長
が
伸
び
な
か
っ
た
。

剛
生
産
性
と
所
得
の
聞
に

特
に
資
源
配
分
の
流
動
を
妨
げ
て
い
る
在
、
削
こ
れ
ら
生
産
と
所
得
の

は
、
略
々
偽
装
均
衡
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
は
い
え
、
第
二
次
産
業
発
達
の
お
く
れ
が
、

成
長
過
程
は
、
農
家
消
沈
水
準
の
上
昇
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

北
海
道
経
済
の
進
歩
と
農
業
の
均
衡
成
長
モ
テ
ル

皮
業
の
均
衡
成
長
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と

北
海
道
農
業
も
府
県
の
場
合
に
於
け
る
一
般
に
偽
装
均
衡
と
い
わ
れ
る
事
実
が
存
在
す
る
。

し
か
も
放
問
す

れ
ば
、
生
産
性
の
農
工
隔
た
は
張
大
す
る
傾
向
が
右
取
さ
れ
る
。
し
か
し
乍
ら
、

上
、
地
域
経
済
上
、
更
に
北
海
滋
農
業
に
と
っ
て
も
無
意
味
で
あ
る
ο

従
っ
て
、
現
状
の
こ
の
偽
装
均
衡
を
一
応
前
提
と
し
て
、
放
問
す
れ
ば
生
ず
る
で
あ
ろ
う
農
業
の
相
対
的
地
位
低
下
を
阻
止
し
、

非
農
業
の
成
長
を
留
め
て
農
業
の
成
長
を
消
大
さ
せ
る
こ
と
は

国
民
経
済

並
に
所
得
が
レ
ベ
パ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

北
海
道
全
経
済
の
生
産
性

こ
れ
が
行
面
の
課
題
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
そ
う
し
た

F
F
L
己
の
概
要
を
示
せ
ば
、
要
す
る
に
仙
農
業
と

均
等
成
長
凶
北
海
道
民
所
得
水
準
の
上
昇
聞
北
海
道
経
済
の
国
民
経
済
へ
の
寄
与
が
盛
込
ま
れ

と
に
か
く

非
農
業
の

へ
偽
装
均
衡
は
前
提
と
す
る
も
、

た

冨
D
L
乙
で
あ
る
。

な
い
今
後
の
一
つ
の
条
件
と
し
て

そ
こ
で
、
偽
装
均
衡
を
前
提
と
し
た
均
衡
成
長
と
は
兵
体
的
に
何
か
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

農
業
労
働
需
要
成
長
率
を
零
乃
至
そ
れ
以
下
の
或
数
値
と
仮
定
す
る
。

と
に
か
く

こ
れ
以
上
生
産
性
比
率
を
低
下
さ
せ

そ
し
て
生
産
性
の
農
・
非
農
業
成
長
率
は
同
一
叉



は
そ
れ
に
近
い
。
少
く
と
も
平
常
よ
り
か
な
り
高
い
数
値
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
条
件
の
満
足
は
、
以
下
の
よ
う
な
農
業
の
内
的
拡
張
と
外
的
拡
振
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
o

内
的
拡
張
は
、
主
と
し
て
労
働
需
要
減
少
率
を
或
程

度
見
込
む
こ
と
に
よ
り
、
相
対
的
に
労
働
は
減
少
し
、
そ
れ
だ
け
生
産
性
を
上
昇
さ
せ
得
る
他
の
技
術
条
件
を
導
入
し
得
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
土
地
構

成

田

¥
Z
の
上
昇
、
そ
し
て
機
械
化
等
の
労
働
節
約
的
且
。
三
吉
伸
岡
田

2
2
5
w同
吋

2
Y口三
c
g、
の
導
入
し
得
る
可
能
性
が
生
れ
る
。
し
か
も
こ
こ
で
営
ま

れ
る
農
業
生
産
は
d

(
食
糧
需
要
所
得
弾
性
値
)
が
高
い
。
又
は
需
要
の
見
込
ま
れ
得
る
生
産
性
増
大
可
能
な
工
業
原
料
た
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

こ
の
よ
う
な
労
働
生
産
性
の
増
加
は
、
国
民
経
・
済
的
に
は
、
唱
が
大
な
る
作
物
の
供
'
給
増
大
並
に
北
海
道
農
業
に
於
け
る
過
剰
就
業
綾
和
の
地
域
内
処
理
と

い
う
貢
献
、
地
域
経
済
的
に
は
、
相
対
的
農
業
所
得
水
準
の
維
持
に
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
は
、
こ
の
農
業
内
部
か
ら
排
出
さ
れ
た
労
働
は
、
他
の
第
二
次
或
い
は
第
三
次
産
業
部
門
で
吸
収
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な

一
方
、
外
的
拡
張
は

ら
北
海
道
は
府
県
人
口
の
む
し
ろ
殴
収
の
場
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
位
で
あ
る
か
ら
。

所
が
、
北
海
道
に
於
け
る
第
二
次
産
業
部
門
は
、
大
企
業
は
オ
l
ト
メ
化
し
て
大
き
な
生
産
を
あ
げ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

或
は
下
請
的
部
門
の
拡
張
、
が
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
は
目
白
岡
L
C
三
百
三
の
わ

3
2
M
q
も
期
待
出
来
る
。
し
か
し
主
と
し
て
開
5
1
0可
g
o
E
の
吸
収
は
第
三

次
部
門
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
叉
こ
の
第
三
次
部
門
の
成
長
は
、
ノ
ー
マ
ル
に
は
第
二
次
部
門
の
生
産
の
大
き
な
成
長
な
く
し
て
望
み
得
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ

の
第
二
次
部
門
の
拡
大
は
、
や
は
り
生
産
性
の
増
大
に
負
う
。
こ
の
第
二
次
部
門
、
特
に
製
造
工
業
の
生
産
性
、
そ
し
て
総
生
産
の
成
長
が
、
移
輸
出
増
大
及

一
方
そ
れ
に
伴
っ
て
関
連
産
業

び
、
現
在
約
五

O
%弱
の
自
給
度
向
上
、
農
家
購
入
口
聞
の
わ
D
2
L
D
宅
ロ
に
向
う
な
ら
、
国
民
経
済
上
且
つ
地
域
経
済
的
に
も
大
き
な
貢
献
を
意
味
し
よ
う
。

極
め
て
大
雑
把
で
は
あ
る
が
、
以
上
は
北
海
道
経
済
成
長
の
産
業
構
造

ζ
早
乙
に
関
す
る
一
つ
の

E
Zで
あ
る
。

農
・
非
農
業
の
均
衡
成
長
と
産
業
関
投
資
配
分
模
型

そ
こ
で
、
こ
の

ζ
c
L己
を
基
礎
と
し
て
、
次
の
前
提
下
に
於
け
る
産
業
問
均
衡
成
長
と
そ
れ
実
現
の
た
め
の
投
資
配
分
模
型
を
示
そ
う
っ

間
川
幽前

提
仙
農
・
非
農
業
二
部
門
分
割
分
析
(
臼
)
。

こ
と
を
主
な
狙
い
と
す
る
(
日
)
。
間
労
働
生
産
性
の
二
部
門
均
衡
成
長
Q

従
っ
て
現
在
に
於
け
る
生
産
性
の
不
均
等
成
長
は
、
宏
子
そ
の
隔
差
を
縮
少
さ
せ
、
農

家
一
世
情
当
り
所
得
と
都
市
勤
労
世
帯
収
入
が
略
々
均
衡
す
る
状
態
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
。

同
農
業
人
口
成
長
率
を
零
、
叉
は
そ
れ
以
下
の
可
能
な
水
準
と
す
る
σ

即
ち
農
業
労
働
を
非
農
業
部
門
え
移
す

九
五



九
六

〔

A
〕

農
業
か
ら
非
農
業
へ
の
労
働
移
動

ま
ず
、
二
部
門
聞
の
労
働
腿
用
の
需
給
及
び
そ
の
流
動
関
係
を
一
本
の
式
で
示
す
た
め
、
各
部
門
の
供
品
何
人
口
椛
加
率
を
レ
ヨ
に
Z
H
(
非
農
業
)
、
レ
Z
N
¥
Z
N

(
農
業
)
と
す
る
。
叉
需
要
明
加
に
就
て
は
、

b
z
r
b
Z
N
と
す
れ
ば
、
全
経
済
で
は
次
の
等
式
が
成
立
す
る
。

h
v
Z
ω
l
b
Z
H
b
z
ー
レ

Z
H
・
-
目
:

ヘh
v
Z
N
h
v
Z
N
J

『

h
r
Z
H
h
v
Z
M
J

{

Z

l

剖
U
1」

Z
N
H
F
Z川

1
1
判己
Z
H
・
s
i
l
i
-
-
:
・
・
:
:
(
-
-
M
)

ト

v
z
問
l
H
回

什

斗

1
2・
3

5
・

〈ロ

N

ロ
)
Z
N
H
Z
I
国

H
)
Z

(j;) 、J

こ
こ
で
農
業
部
門
の
生
産
性
，
術
大
を
図
る
た
め
、
こ
の
部
門
の
需
要
人
口
増
加
率

F
を
決
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
実
態
値
は
付

0
・
六
%
で
あ
る
。
そ
こ
で

零
、
付

0
・
六
、
付
一
・
三
%
の
ケ
l
ス
を
考
え
る
。
次
に
ロ
N

と
出
回
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
直
接
求
め
る
こ
と
は
、
仲
々
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
戦
後
総
人
口

成
長
率
二
・
二
%
か
ら
、
口
同
一
は
二
%
、

=
N
は
二
・
五
%
と
仮
定
す
る
o
Z
H
と
Z
N
の
比
率
は
、
実
態
を
考
慮
し

0
・
六
、

0
・
四
を
採
用
す
る
。
以
上
か
ら

3
1
0
の
勝
、
即
ち
農
業
部
門
の
就
業
人
口
を
現
在
よ
り
塙
加
さ
せ
な
い
場
合
、
ご
は
三
・
七
%
即
ち
、
非
農
業
部
門
の
就
業
人
口
は
三
・
七
%
づ
っ
増
加
さ
せ

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
以
下
同
様
に
し
て
、
ご
H
0
・a
の
時
は
、

!
H
4
・日明弘
-
U
H
l
』
の
下
で
は
、

!
H
A
e
u
wか
に
夫
々
な
る
。
従
っ
て
叉
、
非
農
業
で

は
、
供
給
を
約
二
%
前
後
上
姻
る
需
要
人
口
増
加
率
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〔

B
〕

G
H
I
G
N
〈
必
要
な
農
'
非
農
業
産
出
高
成
長
率
差
)

」
こ
で
は

以
上
の
よ
う
な
農
業
部
門
か
ら
非
農
業
部
門
へ
の
労
働
移
動
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

非
農
業
は
農
業
よ
り
ど
れ
だ
け
多
く
の
産
出
高
成
長
率
を

必
要
と
す
る
か
み
て
み
よ
う
。

全
経
済
成
長
率
G
は
、
生
産
性
成
長
不
nr
と
就
業
人
口
成
長
率
一

n
と
に
影
響
さ
れ
る
か
ら
、

2
1
(
-
+
M
W
)
こ
+
劃
)
l
T
M
M
W
+町
十

hw
貯
J
M
W
+
口
と
な
り
、
こ
れ
を
二
部
門
分
割
す
る
と
、

C
M
H
M
W
M
+
ロ

(
同
・

d
〕



C
M
H
H
h
w
M
+
国
同

-
(
同
・
同
)

こ
こ
で
、
労
働
生
産
性
成
長
率
、
同
と
、
同
時
M
W
M
H
h
w
N
と
す
る
か
否
か
に
よ
り
、
結
果
は
若
干
異
る
。
し
か
し
h
J
H
h
w
N
は
、
か
な
り
厳
し
い
仮
定
で
あ
り
、

現
実
も
考
慮
し
て
、
h
w
H
と
M
W
M
を
仮
定
し
よ
う
。

ま
ず
、
h
w
H
H
h
w
N
と
す
る
と
、

(
M
・
】
〉
l
〔
岡
崎
〉
は

C
H
I
C
旧
日

ι
;
i
r

(
同
・
帥
)

こ
こ
で
、
r
l
r
は
、
既
述
の
数
字
か
ら
計
算
す
る
と
、
ご
H
D
の
時
、
河
・
3
H
1
0
・
B

の
時
、
中
吋
e
t
H
l
の
時
、

m
-
u
と
な
る
。

今
仮
り
に
、
最
後
の
P
H
I
-
で
い
う
と
、
農
業
人
口
を
年
率
一
一
%
減
少
さ
せ
よ
う
と
し
た
時
、
非
農
業
生
産
物
供
給
成
長
率
は
、
農
業
の
そ
れ
よ
り
五
・

三
%
高
い
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
h
w
H
#
u
v
M
の
場
合
、
現
実
に
近
い
数
字
と
し
て
、
也
市
同
H
H
小
%
、
M
W
N
H
品
%
と
す
る
と
、
や
は
り
、

3
の
大
き
さ
に
よ
り
異
る
が
、
例
え
ば
r
H
l
~
に
於
て
は
、
合
同
H
C
N
H
吋
-u
と
な
り
、
そ
れ
だ
け
非
農
業
生
産
物
供
給
率
が
、
農
業
の
そ
れ
よ
り
大
な
る

こ
と
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

〔

C
〕

m
w
H

及
び

G
N
の
決
定

(
B
)
に
於
て
C
H
I
C
N
が
決
っ
た
の
で
、
C
H
作
会
悼
を
求
め
よ
う
。
C
H
は
R
h
N
が
決
定
さ
れ
れ
ば
求
め
ら
れ
る
の
で
公
悼
を
ま
ず
求
め
る
。
則
ち
、

字
国

-
H
(
{
+
4
M
W
)
(
]
+
市

)
l
-
J
d
u
w
+
噌

(
凶
・
-
)

就
て
は
、
に
よ
り
、

P
は
現
実
に
、
近
い
数
字
と
し
て
六
%
と
す
る
。

η
即
ち
食
糧
の
所
得
弾
性
は
、
農
家
分
に
就
て
は
、

「
北
海
道
家
計
費
調
査
」
か
ら
計
算
し
た
(
第
十
二
、
十
三
表
参
照
〉
o
ω
m
g
z
o
の
同
質
性
、
標
本
数
に
問
題
が
あ
り
、

農
林
省
一
農
家
経
済
調
査
」
、
非
農
家
分
に

そ
の
有
意
性
も
都
市
に
於

て
は
高
く
な
い
。
し
か
し

v
g号
}
の
計
算
と
し
て
使
用
す
る
と
、
農
家

0
・六、

非
農
家

0
・
二
五
を
部
門
別
人
口
数
で
加
重
平
均
し
た
結
果
、
北
海
道
の

食
糧
需
要
所
得
弾
性
値
は

0
・
四
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

次
に

P
即
ち
総
人
口
成
長
率
は
、
実
態
値
か
ら
二
・
二
を
採
用
す
る
と
、
合
の
値
は
四
・
六
%
と
な
り
、

需
要
成
長
率
は
、
農
産
物
供
給
成
長
率
に
等
し
く
な
る
。
し
か
し
、
。
宮
口
∞
百
件
。
B
下
で
は
、
移
輸
入
、

輸
入
成
長
率

H
B、
道
内
自
給
度
S
を
織
り
込
む
こ
と
に
依
っ
て
、
C
N
と
か
ら
道
内
産
出
高
成
長
率
C
N
、
を
求
め
る
式
を
導
入
す
れ
ば
、
C
M
M
H
ω
・
0
目
、
+
(
-
ー

需
給
均
衡
を
前
提
と
す
る
と
、

得
ら
れ
た
農
産
物

移
輸
出
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
移

九
七



北海道農家の可

(食糧の需要所得弾性〉

一一しん出土
ム21。:判刈;

0，764 
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0，650 

0，0955 
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第12表

1955 

閉
山

)
H
g
i
-
-
:
:
:・
:
:
(
凶
帥
〉

(註)叩の算式 D=KRηp有意性水準は1957
年の10%を除き凡て5%.A;食物費. B~ 
米麦芋，豆類， c飲食費に関する各農家
所得弾性
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旬の σZ
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一
n
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一

P
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一
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h

{

‘・

-
n
u

一

l

--
r

h

v

-

9
-

一

・

↓

G
一

4

-

1
 
一
q
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一

P
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一

1
1
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1
T
l
m叶

l
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第15表

九
八

4 

7.3 

4 4 

10.7 11. 3 

A"'n2= 0の時 B …弘=-0.6の時
c..向=一 lの時

|。「 om2
0， 15921 0， 188 

(註)A;収入と飲食費， B;穀類，魚，肉，野
菜類と収入

(1957) 

B 

北海道非農家のη

A 

ー

4.3 

6 

こ
こ
に
今
求
め
た
C
M
H
4
・
E
W

実
態
値
か
ら
ω
H
o
g
-
H
B
H
?
を
代
入
す
る
と
、
C
M
、
H
4
%
が
求
ま
る
。
こ
れ
だ
け
が
道
内
農
業
産
出
高
必
要
成
長
率

を
意
味
す
る
(
第
+
四
表
)

O

第13表

1957 

一〆

h

U

1

L

・

・

/

口

n

H

U

d
せ句

{

nu

・
/
口

q
J
 

4 

6. 7 

炉... 

今
度
は
、
こ
の
公
団
、
作
〔
国
〕
で
す
で
に
求
め
た
の
H
!
の
ヘ
か
ら
、
。
同
が
夫
々
、
の
同
!
の
ω
、
の
大
き
さ
に
従
っ
て
九
・
七
、

と
求
ま
る
。
こ
こ
で
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
非
農
業
部
門
に
於
け
る
交
易
条
件
が
、
∞

-
L
S
計
測
の
閃
難
か
ら
の
H
H
∞
、
。
回
、
+
ご

l
∞
)

一. 
一

4 

司

r‘
同

1
t

・

4

・

r「〆

A
W
J

呂

に
於
て
、
C
H
H
C
M
、
と
仮
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
の
M
は
、
農
業
人
口
を
明
収
し
て
、
農
業
部
門
と
或
る
均
衡

し
た
労
働
生
産
性
成
長
率
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
道
内
非
農
業
生
産
物
の
成
長
率
を
示
し
て
い
る
(
第
十
五
表
)
の

n2 

nl 

91 

92 

G1・GZ=(91-9z)+(nl-tl2)

G2' 

Gl 

一
0
・
七
、

〔

D
〕

。
回
、
岡

q
G悼
、
に
必
要
な
資
本
投
入
成
長
率

こ
の
め
回
、
と
の
同
、
を
実
現
さ
せ
る
の
に
資
本
投
入
成
長
率
は
ど
の
程
度
必
要
か
。

G
と
資
本
投
入
成
長
率
炉
開
¥
烈
と
の
間
に
は
、



h

v

d

「

h

世

相

川

町

内

、

b
穴

の
H
H
H
J
~
l
H
|剖
l

・
吋
l
¥
判
州
l
-
j
i
-
-
:
:
:
J
i
-
-
・
:
♀
・

3

同

h
H
同
、

の
関
係
が
あ
り
、
イ
¥
斗
は
、
平
均
資
本
係
数
を
限
界
資
本
係
数
で
除
し
た
も
の
で
あ
る
o

式
を
簡
単
化
す
る
た
め
市

n
r

し
、
部
門
別
に
(
四
・
一
〉
式
を
書
き
直
す
と
、

::>:i(-< 
¥¥  

TIT 

吋1;;>:;

1I 
7 

と

。
回
、
H
r
H
-
z

(
品

-
M
)

の
R

H

r
同
}
M
M

(
A
F

・帥)

従
っ
て
、
こ
こ
で
は
限
界
資
本
係
数
と
平
均
資
本
係
数
の
関
係
が
問
題
と
な
ろ
う
っ

即
ち
平
均
資
本
係
数
に
対
し
て
、

「
資
本
の
遊
休
状
態
に
あ
る
と
き
に
は
、
限
界
資
本
係
数
は
少
な
い
」
(
M
)

は
ず
で
、

「
資
本
が
完
全
利
用
の
状
況
に
あ
る

「
平
均
資
本
係
数
は
安
定
的
で
あ
る
が
、
限
界
資
本
係

平
均
資
本
係
数
を
安
定
的
に
維
持
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
が
、
北
海
道
の
場
合
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
農
業
に
就
て
は
、
弁
上
教
授
の
計
測
(
主
、
筆
者
の
計
測
を
検
討
し
て
も
、
限
界
資
本
係
数
の
方
が
若
干
平
均
資
本
係
数
よ
り
高
く
現
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
真
偽
の
程
も
、
叉
時
期
に
よ
る
差
で
問
題
が
あ
る
。
し
か
も
北
海
道
非
農
業
に
関
し
て
は
、
資
本
統
計
不
備
の
た
め
、

計
測
は
悶
難
な
状
態
に
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
概
ね
限
界
資
本
係
数
は
平
均
資
本
係
数
に
等
し
い

(
r
I
Cも
の
と
仮
定
す
る
。

場
合
、
限
界
資
本
係
数
が
平
均
資
本
係
数
を
超
え
る
と
み
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
」
0

(

き
従
っ
て
、

数
は
必
ず
し
も
安
定
的
で
な
い
。
た
だ
長
期
的
に
は
相
殺
し
あ
っ
て
、

限
界
資
本
係
数
の

こ
の
仮
定
を
(
晶
・
同
)
・

(
ム
帥
)
式
に
導
入
す
る
と
、
資
本
投
入
成
長
率
「
は
、
夫
々
の
4

、
・
。
尚
、
の
値
に
等
し
く
な
る
。
即
ち
、
こ
れ
だ
け
の
資
本
増
加

が
各
部
門
の
産
出
高
成
長
に
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〔

E
〕

投
資
の
両
部
門
配
分
比
率

こ
こ
で
必
要
な
の
は
、
各
部
門
別
平
均
資
本
係
数
の
比
率
と
、
両
部
門
の
産
山
山
高
比
率
で
あ
る
。

前
者
を
求
め
る
に
は
第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次
各
産
業
部
門
の
資
本
係
数
値
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
仮
り
に
第
一
次
は
農
業
で
代
替
さ
せ
、
第
二
次
は

製
造
工
業
で
代
替
さ
せ
る
に
し
て
も
、
第
三
次
部
門
の
数
値
を
今
得
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
経
済
企
画
庁
推
計
に
よ
る
一
九
五

O
年
か
ら
一
九
五
五
年
の
第
三
次

産
業
資
本
増
分
炉
問
内
と
お
)
同
期
間
所
得
榊
分
h
v
d
?

を
国
民
所
同
得
統
計
か
ら
得
て
、
第
三
次
産
業
の
h
v

貝

E
J『
H

ケ
-
中
関
¥
吋
と
し
、
北
海
道
は
第
三
次
産
業

九
九



一O
O

の
芳
し
い
成
長
が
最
近
の
こ
と
で
、
資
本
設
備
の
拡
充
が
大
き
く
な
い
反
面
、
立
地
条
件
、
自
然
条
件
か
ら
は
、

れ
る
の
で
、
両
者
を
考
慮
し
、
北
海
道
の
第
三
次
部
門
関
¥
J
へ
は
時
々
一
・
五
に
等
し
い
と
仮
定
す
る
。

む
し
ろ
府
県
な
ど
よ
り
大
き
い
こ
と
が
予
知
山
さ

一
方
、
二
次
部
門
の
剛
山
¥

J

へは、

製
造
工
業
に
関
す
る
筆
者
推
計
か
ら
、

ミ
ク
ロ
値
二
・
五
、

こ
れ
に
公
共
資
本
を
考
慮
し
て
二
・
八
と
し
、
先
の
第
三
次

短
期
に
は
宥
千
資
本
係
数
が
大

部
門
の
剛
山
¥

J

円
と
こ
の
両
者
を
会
社
数
比
率
0

・
ば
一
0

・
E
で
加
重
平
均
し
、
?
?
を
得
る
も
、
今
後
投
資
が
増
大
し
た
時
は
、

き
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
非
農
業
の
資
本
係
数
を
二
と
仮
定
す
る
。

第
一
次
部
門
は
、
漁
業
・
公
共
資
本
を
見
込
ん
で
、
現
状
か
ら
二
一
、
又
投
資
後
或
期
間
の
高
さ
を
考
慮
し
た
四
と
二
つ
の
ケ
l
ス
を
考
え
よ
う
。

を
例
に
と
る
と
、

同

内

同

凶

穴

同

・
(
印
・
-
)

d

J

M

d

「
同

の
関
係
が
得
ら
れ
、
し
か
も
近
民
所
得
調
査
に
よ
る
と
、

4
H
H
4
同
上

0
.
a
H
0
.
M
U

ペl~
'"凶
11 

VJ 

故
、
こ
れ
を
(
胡
・
4

)

式
に
代
入
し
て
整
理
す
る
と
、

-
.
・
穴

M
H
トコ

(胡・同〉

が
得
ら
れ
る
。
即
ち
非
農
業
は
'
現
花
の

J

T

H

J

門
悼
の
比
率
設
に
資
本
係
数
に
大
き
な
変
動
の
な
い
限
り
、
非
農
業
は
農
業
(
第
一
次
産
業
)
の
二
倍
の

資
本
三

2
r
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
あ
る
Q

(晶・同)・

(
h
e
ω
)

式
で
、

r
J
-
と
お
い
た
か
ら
、

ア

h

v

穴

同

¥

¥

¥

唱

・

吋

昨

H
I
l
l
-
H
、
l
i
s
-
吋
・
:
:
・
:
・
・

:-a・き

:

間

同

/

/

/

ご

-
u

-

レ

同

州

N

r
H
f
i
l
l
日

中

:
j
i
-
-
・
:
j
e
-
-
:
:
:
(
印
・
品
)

;

同

日

(
由
・
同
)
を
(
間
・
曲
)
に
代
入
し
て
(
剖
ム
)
で
除
し
整
理
す
れ
ば
、

¥
¥
4
・∞
hv
民日

ト
次
回

H

A

!

と
長
岡
:
・

/

/

u
・吋
hv
剛山
N

h
H
相
内
同

が
得
ら
れ
、
更
に
こ
れ
か
ら

I
l
l
i
-
-

hv
阿ハア十
b
相
内
回

れ
ば
、
第
十
六
表
の
如
く
で
あ
る
。

し
か
し
乍
ら

(叩・印〉

[ヤ

hv
町
内
同

hv
州
内

H
l
T
h
v
貝
N

な
る
農
・
非
農
業
別
投
資
配
分
比
率
を
得
る
。

市
:
の
場
合
も
併
せ
表
示
す



外
部
か
ら
の
資
本
導
入

こ
こ
で
は
、
現
在
貯
蓄
率
と
企
業
の
保
蔵
或
は
府
県
、
他
塞
宋
へ
の

HkgE問
。

等

を

考

慮

し

て

、

外

部

か

ら

の

資

本

導

入

依

存

額

を

算

出
し
て
み
よ
ラ
。
ま
ず
貯
蓄
率
は
、
「
道
民
の
生
活
白
書
」
に
よ
る
と
、
一
九
五
三
年
、
一
九
五
四
年
は
主
と
し
て
冷
災
害
の
た
め
、
コ
一

t
五
%
だ
が
道
民
所

一
九
五
五
年
は
一
一
・
二
%
、
一
九
五
六
年
七
・
六
%
、
一
九
五
七
年
は
一
五
・
五
%
と
か
な
り
の
大
き
さ
を
示
す
。
以
上
は
マ
ク
ロ
資

一
九
五
七
竿
「
北
海
道
家
計
費
調
査
」
か
ら
所
調
、
非
農
家
の
貯
蓄
率
を
算
出
し
た
所
一
一
一
一
%
と
出
た
。
し
か
し
、

必
要
投
資
額
と
外
部
へ
の
資
金
依
存

最
後
に
、
岡
山
・
明
・
出

2
2
L
の
基
本
方
程
式
を
閑
用
い
て
、
今
ま
で
に
求
め
た
技
術
条
件
の
下
で
、
必
要
な
経
済
成
長

を
実
現
す
る
た
め
の
投
資
額
並
に
、
現
実
貯
蓄
率
を
考
慮
し
て
、
外
部
へ
の
資
金
依
存
を
算
出
す
る
。

の
M
l
〈
一
と
決
っ
て
い
る
か
ら
、

〔

F
〕

既
に
の
戸
、
は
コ
一
つ
の
ケ
l
ス
、
。
ヘ
リ
H

A

W

資
本
係
数
の
も
の

M
U
M
-

ま
ず
必
要
投
資
率
を
求
め
る
と

非
農
業
部
門

。
ヘ
の
戸

1

¥
¥
5・A
田一ぷ

m
l
I
M
-
-
おか

/
M
M・
阜
市
払

守、

l
h
F
K
F

、
、
回

、
、
の

(2) 

農
業
部
門

(1) 
(a) 次
非に
農必
業要。
部投問、
門資の
額回
及 11

i /¥ 
依ごrz謀議

守
l
u
P
K
F

、

ミ
回
、

必
要
投
資
額

h
v
m
H

回

同

必
要
投
資
率
。
九
の
同

H
1
4
u
l
i
t
-叫い
j

か
ら
、
の
に
の
H

は
既
に
決
っ
て
お
り
、
可
H

を
現
在
の
実
態
値
と
し
て
一
二
五

O
O憶
と
す
る
と
、
同
期
ち
所
要
年
間
投
資
額
が
算
出
さ
れ
る
。

(b) 

必
要
投
資
額
中
、

得
調
査
報
告
か
ら
、

料
に
よ
る
全
経
済
で
の
数
値
で
あ
る
が
、

農非農業別投資配分比率

78.4 

80.4 

80.9 

(註)C?;農業資本係数

C2= 4の時

業["牒
2161 

191 

C2= 3の時 i 

業 i非農業|農
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仇)Gt= 9.7の時

(B) Gt=1O.7の時

(C) G 1=11.3の時

。



O 

こ
の
程
度
の
貯
蓄
率
は
の
九
の
値
か
ら
、
か
な
り
妥
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
高
い
貯
蓄
率
引
か
今
後
続
く
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も

仮
り
に
一
二
%
と
す
る
。
次
に
こ
の
貯
蓄
を
凡
て
投
資
に
充
て
得
な
い
の
で
、
若
干
の
予
備
的
動
機
等
か
ら
す
る
保
蔵
、
他
産
業
、
府
県
等
へ
の

F
E官
官

を

仮
に
五
%
と
す
る
。
か
く
て
ケ

l
ス
毎
に
み
る
と
、
所
得
の
う
ち
非
農
業
は
、
ヶ

1
ス
A
が
一
二
・
四
%
、

六
%
を
財
政
投
融
資
或
は
金
融
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

(2) 
(a) 

農
業
部
門

必
要
投
資
額

ケ
ー
ス

B
は
一
四
・
四
%
、
ケ
ー
ス

C
は
一
五

そ
れ
に
必
要
な
投
資
率
一
一
一
%
が
長
じ
て
得
ら
れ
る
。

し

こ
れ
は
、
非
農
業
の
場
合
と
全
く
同
様
、
ベ
N

を
現
実
の
数
字
か
ら
約
一

0
0
0億
と
す
れ
ば
、

か
し
必
要
投
資
額
算
出
に
用
う
べ
き
資
本
係
数
は
、
あ
ら
た
に
開
拓
が
行
わ
れ
る
場
合
等
、
そ
の
比
重
の
高
い
程
、
或
る
期
間
そ
れ
が
緩
め
て
大
き
な
値
を
取

る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
本
室
。
仏
己
で
は
、
二
応
の
回
目
凶
の
ほ
か
に
の
N

H

4

と
し
て
そ
れ
を
考
慮
し
た
が
、
も
っ
と
高
く
も
或
期
間
に
於

て
は
な
り
得
ょ
う
。
農
業
の
資
本
係
数
は
、
一
方
で
低
下
す
る
よ
う
な
技
術
進
歩
が
当
然
、
あ
り
得
る
が
、

新
投
資
の
行
わ
れ
る
或
期
間
で
は
、
特
に
こ
の
考
慮
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
c

・0

外
部
か
ら
の
資
本
導
入

北
海
道
農
家
の
貯
蓄
率
は
、
主
と
し
て
北
海
道
農
業
の
所
得
不
安
定
性
の
放
に
、
ど
の
程
度
の
大
き
さ

が
平
均
的
な
貯
蓄
率
に
な
る
か
計
測
が
閃
幾
で
あ
る
。
当
然
貯
蓄
率
が
低
下
し
た
時
は
、
外
部
依
存
を
高

め
ね
ば
、
必
要
成
長
率
を
確
保
し
得
な
い
。
そ
こ
で
仮
り
に
最
近
の
府
県
農
家
の
貯
蓄
率
八
%
(
却
)
の
半

分
四
%
を
北
海
道
農
家
の
貯
蓄
率
と
し
、
更
に
農
家
で
は
、
兼
業
部
門
へ
の
投
資
、
災
害
等
に
対
す
る
保

蔵
、
他
産
業
部
門
へ
の
亡
山
田
宮
町
伶
等
を
二
%
程
度
と
す
れ
ば
、
約
一
O
%
程
度
を
財
政
投
融
資
叉
は
金

融
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
〔
F
〕
で
述
べ
た
こ
と
か
ら
得
ら
れ
た
数
値
を
第
一
七
表
に
ま
と
め
て
示
そ
う
(
幻
)

O

こ
こ
に
求

め
ら
れ
た
数
字
は
、
は
じ
め
の
前
提
に
も
あ
る
如
く
、
主
と
し
て
所
得
の
人
的
分
配
が
、
現
実
の
偽
装
均

農非農業別投資額第17表

必

財
政
金
融



衡
を
維
持
し
得
る
こ
と
を
考
慮
し
た
短
期
迄
足
止
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

従
っ
て
新
投
資
或
は
追
加
投
、
資
に
よ
り
生
産
係
数
が
変
化
す
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
即
ち
動
学
的
な
玄
o含
戸
に
す
る
た
め
に
は
、
短
期
の
或
期
間
、
例
え
ば
昨
年
後
の
就
業
人
口
比
、
産
業
問
所
得
比
率
等
々
、
産
業
構
造
の
態
様
を
一
示
し

得
る
の
で
、
そ
れ
と
実
態
か
ら

γ
由
主
主
の
修
正
が
必
要
で
あ
り
、
又
そ
れ
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
乍
ら
資
本
が
迂
回
生
産
過
程
に
於
て
機
能
す
る
仕

方、

Z
2
r
g
z自
は
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
吋
宮
古
と
の
関
係
に
於
け
る
価
格
変
動
を
主
と
し
た
大
き
な
与
件
変
動
は
、

あ
ろ
う
。
従
っ
て
今
後
、
動
学
的
な
行
動
方
程
式
の
導
入
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

投
資
の
機
能
を
著
し
く
変
え
る
で

註

ω
一
九

O
八
年
頃
と
半
世
紀
後
の
一
九
五
七
年
頃
の
数
字
を
回
ヨ
E
5
5
m
の
の

2
4〈
吾
∞
n
r
z
z
g
か
ら
逆
算
す
る
と
、
約
3
%
程
度
の
成
長
率
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
穴
・
開
・
∞
凸
ロ
E
E間
"MH開口口出
qHH回
一
口
〉
出
向
ニ
吋
mwuhHHν'su

側
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
一
九
二

o
t三
O
年
の
減
少
率
に
略
、
相
当
す
る
ο

』
-
U
-
E
R
r
-
M
〉
向
江
口
己

2
2
5
p
o
E昨日ロロ
wmHwnoロ
Dgu〉
〉

B
o
j

ュnn口
開
noロ
o
g
k
m
o
i
o
d匂
玄

田

町

n
r
s
u九日

p
u

国
北
海
道
農
家
負
債
の
実
態
及
分
析
に
就
い
て
は
、
高
嶋
正
彦
、
「
農
家
負
債
の
過
度
負
債
と
し
て
の
ル
テ
ィ

l
γ
化
現
象
に
就
い
て
」
北
海
道
農
業
研

究
第
二
二
号
市
・

2
t
s
w
北
海
道
「
北
海
道
農
家
負
債
実
態
調
査
報
告
書
」
昭
和
三
三
年
度
参
照
。

削
筆
者
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
曲
演
、
工
労
働
平
均
生
産
性
比
率
は
、
労
働
を
就
業
者
と
し
て
も
労
働
時
間
と
し
て
も
北
海
道
が
高
い
。

削

刷

附

N・C
-
Z同者同円。
uJHnmw阿》伊丹白-担ロ《目別
g
日比
D可同出合同凶件。司
-UH
又
、
資
本
係
数
の
傾
向
は
一
九
一
一
一
六

t
一
九
五
二
年
の
閲
で
ベ
H
岨

-
S
i
c
-
O旬
以
(
北

海
道
)
吋

H
M
・由帥
|

0
・0
吋
凶
(
府
県
)
、
但
し
、
J

同
一
資
本
係
数
凶
一
年
次
。

制
こ
れ
は
、
資
本
と
所
得
か
ら
の
回
帰
方
程
式
に
よ
り
求
め
た
も
の
で
、
そ
の
も
は
府
県
口
・
ピ
戸
北
海
道

0

・
涼
?

的
一
九
五
三
年
の
如
き
災
害
年
で
も
、
租
税
公
認
諸
負
担
は
吉
乙

E
昨
日
円
で
あ
る
。

側
農
家
経
済
調
査
と
都
市
家
計
費
か
ら
、
一
九
五
二
、
一
九
五
三
年
に
就
て
計
測
し
た
。
就
業
者
一
人
当
農
業
所
得
は
、
全
都
市
世
帯
収
入
の
約
四

o
t

五

O
%
。

倒

0
・0
・』

O
Y
5
2
M
の
わ
法
に
よ
り
農
業
と
工
業
を
比
較
す
る
と
、
一
九
五
二
、
一
九
五
五
年
い
ず
れ
も
北
海
道
で
は
農
業
の
労
働
分
配
率
高
い
、
一

九
五
二
年
農
六
二
・
一
%
工
五

-
e
七
%
、
一
九
五
五
年
農
六

0
・
一
一
%
。

側
実
態
は
松
田
、
高
嶋
、
黒
柳
、
「
農
業
に
於
け
る
資
金
循
環
と
財
政
」
北
大
農
学
部
邦
文
記
要
-
ヨ
∞
'
司
司

-
M
S
I
M
M
U

同
農
家
労
働
の
移
動
に
は
、
』
'
列
・
切
回

{{mHru『
の
い
う
如
く
、
多
く
の
問
問
難
は
あ
る
。

FHN-
切。

-ZHVUJO〉
開
己

n
z
]
Z
Z
E《
ニ
ロ
仏
E
可
可
列
乙
三
宮
l

一
O
一一一



一O
四

o
z
g
B
2
2
ι
-
A∞
t
品
宙
開
冨
・

0
E
Z
は
、
農
業
労
働
及
農
業
資
本
の
移
動
性
の
低
い
こ
と
を
農
業
の
相
対
的
低
所
得
の
根
本
原
因
の
一
つ
と
し
て

指
摘
し
て
い
る
。
開
・
冨
・
。

E-mvv〉
開
門
戸

2
-
2
5
2丘
開
ロ
ロ
ロ

O
B
W
句

H
o
m
Z由
回
ρ

H

M

一勺・口市
ut-mo

間
第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次
各
産
業
と
い
う
三
部
門
分
割
分
析
も
、
若
干
の
仮
定
の
下
に
、
宮
司
品
。
日

r
E
E
5聞
を
目
下
検
討
中
で
あ
る
。

附
但
し
、
農
業
か
ら
排
出
さ
れ
た
労
働
は
、
北
海
道
内
非
農
業
部
門
で
凡
て
吸
収
す
る
と
す
る
。

又
、
労
働
移
動
の
所
得
均
街
化
へ
の
意
義
は
、
ア
メ
リ
カ
農
業
政
策
史
の
一
不
す
所
で
あ
り
、
切
。
口
。

E
2
に
よ
れ
ば
、
「
大
規
様
な
所
得
移
転
を
や
る

こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
高
い
コ
ス
ト
で
は
な
い
」
と
。

ζ
・
悶
・
切

O
B
L
n
p
n
n
g
唱
巾
∞

D-2
任
問
町
内
弓

B
-
J
c
r
r
g吋
μ

司
・
合
唱

川
間

J
、
附
鎌
倉
田
升
「
経
済
成
長
と
計
画
再
編
成
」

E
Y
エ]
t
H
b

側
弁
上
竜
夫
「
臨
時
業
に
お
け
る
資
本
と
雇
用
効
果
」
過
剰
就
業
研
究
会
報
告
一
九
五
七
年
度
。

岡
野
回
収
「
農
業
の
資
本
係
数
」
都
留
・
大
川
「
日
本
経
済
の
分
析
」
二
巻
に
も
、
判
定
は
困
難
と
し
て
、
二
応
大
差
な
い
こ
と
が
計
測
値
か
ら
指
適
さ

れ
て
い
る
。
又
こ
の
こ
と
は
巴
・
山
田
包

σ
R聞
に
よ
っ
て
も
指
適
さ
れ
て
い
る
、
ロ
・
民
間
同
ロ
ゲ

2
凹

w
H
H
w
n
oロ
D
B
U
O
H
C岩
手
間
ロ
与

F
m
g
z
z
q

-v.凶
仏

側
大
川
一
司
「
過
剰
就
業
と
産
業
構
造
政
策
に
関
す
る
研
究
」
過
剰
就
業
研
究
会
一
九
五
七
年
度
報
告
M
M

・-
E

側

一

九

五

O
年
以
降
平
均
と
し
て
八

t
九
%
を
示
す
。
農
林
省
「
日
本
の
農
業
経
済
」
司
・

3
H

倒
第
一
七
表
は
伊
藤
森
右
衛
門
「
北
海
道
総
合
開
発
第
一
次
五
カ
年
計
商
事
業
の
経
済
効
果
に
関
す
る
調
査
s

一
、
道
企
画
本
部
司
・
ミ
の
道
内
資
本
形
成

及
び
財
政
に
よ
る
資
本
形
成
の
計
測
と
比
絞
さ
れ
た
い
。


